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News Release 
 

2025 年 9 月 26 日 

 

 

AIが創造的な議論を促進する新たなワークショップルームが 

「RICOH BUSINESS INNOVATION LOUNGE TOKYO」に誕生 

～ 創造性や発言力を引き出す会議空間を実現 ～ 

 

 

株式会社リコー(社長執行役員：大山 晃)は、次世代のはたらき方を先取りし体感できる新たなワーク

ショップルームを、価値共創拠点「RICOH BUSINESS INNOVATION LOUNGE TOKYO（以下 RICOH 

BIL TOKYO）」に開設しました。 

リコーは、はたらく人が単純作業から解放され、人ならではの創造力を発揮し、達成感や充足感を得ら

れる世界の実現を目指し、DX や AI の活用を推進しています。本ワークショップルームでは、AI 技術を活

用し、空間内の発話内容をもとに画面上へ適切な支援情報を自動提示することで、今までにない新しい

ユーザー体験を提供します。*1 これにより、従来アナログで多大な時間を要していたワークショップの事

前準備や進行を大幅に効率化し、人間の発想を超える多様で豊かな情報やアイデアを素早く得ることが

できます。 

 

本ワークショップルームは、RICOH BIL TOKYO にお越しいただいたお客様がご利用いただけるほか、

社内での実践を通じて価値の検証を進めています。今後は、ワークショップや会議のキーパーソンである

ファシリテーターを支援する AI エージェントの導入や新機能の追加、お客様の環境への導入も検討して

まいります。 

 

リコーが注力するワークプレイスエクスペリエンス領域では、場所にとらわれない円滑なコミュニケーショ

ンと質の高いコラボレーションを実現し、お客様の創造力を最大限に引き出す最適な働く環境を提供し

ています。ハードウェアやソフトウェアに加え、それらを快適に活用できるマネージドサービスを組み合わ

せた統合的なソリューションにより、創造的な業務の推進と組織の持続的成長を支援してまいります。 
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【ZEN 大学の学生向け課外プログラムにおけるワークショップルーム使用風景】 

 

 

創造的な議論を促進するワークショップ例 

① RICOH BIL TOKYO のデザインシンカーよるファシリテーション、またはリコーで開発した AI エージ

ェントとの対話で課題を洗い出し。 

② ①の情報を「Dify（ディフィー）」*2 でビジネスモデルキャンバス*3 に変換して会話の内容を自動的に洗

練化。同時に、企業の課題や一般的な業界課題、業務課題といった必要な情報を Dify で Web 上か

ら取得して想定される課題を自動生成。 

③ アウトプットは「Miro（ミロ）」*4 の付箋として出力され、AI が即座に分類することで、会話内容と課題が

可視化。 

④ 参加者はこれをもとに発話を重ね、気づきや足りない領域を追加することで、より精緻に課題を特定。 

⑤ 発話内容は自動で議事録化され、最終的には解決策を提案書としてまとめる、課題を解決した先の

未来をイメージした事例記事風の文書を生成するなどが可能。 

 

これらのプロセスを踏むことで、創造性を阻害しているタスクワークから解放され、人ならではの創造力

の発揮を支援します。実際に、従来は 3 時間ほどかかっていたワークショップを 30 分程度へ短縮に成功

した事例もあり、参加者はより早く、本質的かつ創造的な議論に集中できるようになります。 
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背景 

リコーは創業以来、お客様の“はたらく”に寄り添い、業務効率化や生産性向上を超えて、お客様が創

造性を発揮し、働きがいと経済成長を両立できる持続可能な社会を目指しています。 

RICOH BIL TOKYO では、お客様企業の経営者との対話やワークショップを通して、AI を活用した価

値シナリオやビジネスデザインの設計から実装までを伴走支援し、本質的な課題解決と新たなビジネス

共創、コンサルティングを行っています。こうした取り組みを通じて、経営層の関心事は大きく３点に集約

されることが見えてきました。①出社の意義の再設計：出社による「効率」と「創造性」の再定義、②AI によ

る職場空間の進化：従業員の創造性や発言力を引き出す「対話の質」の向上、 ③社内の DX/AI 人材

の育成です。 

また、「はたらく人の創造性コンソーシアム」などの調査によると、ワークショップや会議の準備に時間が

かかっており、クリエイティブワーク（創造性）の時間が十分に取れないといった結果も出ています。 

 

リコーには社内実践で得られた成果を積極的にお客様へ還元する企業文化があります。自社での成

功事例を通じて培ったノウハウを基に、実効性の高いソリューションや、課題に応じた最適なＤＸ支援を

提供しています。とりわけ、最適なはたらく環境を追求するワークプレイスエクスペリエンス領域では、DX

や AI を活用した社内実践を積極的に進めています。 

 

 

*1 AI によって発話内容をもとに画面上に支援情報を提示する特許を 2 件出願中。 

*2 Dify・・・LangGenius, Inc. （本社：米国デラウェア州 CEO:Luyu Zhang）が開発したオープンソースの LLM アプリ開発プ

ラットフォーム。プログラミングの知識がなくても、LLM を活用したアプリケーションやサービスをノーコードで開発できる。 

*3 ビジネスモデルキャンバス・・・ビジネスの構造を可視化したフレームワーク。 

*4 Miro・・・ Miro® (本社：米国カリフォルニア州、日本法人：東京都千代田区、代表執行役社長：向山 泰貴)が提供する

イノベーションワークスペース。リモートで共同編集できるオンラインホワイトボードとして活用できる。 

 

 

■関連ニュース 

⚫ 次世代デジタル人材の育成へ リコー、ZEN大学の学生向け課外プログラムを価値共創拠点

「RICOH BUSINESS INNOVATION LOUNGE TOKYO」で開催 

https://jp.ricoh.com/release/2025/0523_2 

⚫ リコー、LGとワークプレイスエクスペリエンス領域におけるグローバルパートナーシップに合意 

https://jp.ricoh.com/release/2024/0919_1 

 

■関連リンク 

⚫ はたらく人の創造性コンソーシアム 

https://creativity-consortium.ricoh/ 

 

 

＊社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

https://miro.com/ja/
https://jp.ricoh.com/release/2025/0523_2
https://jp.ricoh.com/release/2024/0919_1
https://creativity-consortium.ricoh/
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| リコーグループについて | 

リコーグループは、お客様の DX を支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷および画像ソリュ

ーションなどを世界約 200 の国と地域で提供しています（2025 年 3 月期グループ連結売上高 2 兆 5,278 億円）。 

”はたらく”に歓びを 創業以来 85 年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリ

ーディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人ならではの創造力

の発揮を支え、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://jp.ricoh.com/ 
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